
『微分方程式』期末試験解答例(2019) 
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同次形なので，u = y/x とおくと，y = ux，
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離して，積分すれば 
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udu ， Cxu  log22 (5 点)，よって， 
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両辺を x で微分すると， 
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これより， 0p または
2

1

p
x   (5 点)． 

前者より p = C（C: 積分定数），与式に代入

して，
C

Cxy
1

 (+3 点) 

後者より， xp 1 （x ≥ 0）．与式に代入

して， xy 2 ，あるいは xy 42  （特異

解）(+2 点) 

※ 微分と積分を取り違えて，1/p を微分し

て plog としている人が数名いました。 

２． 

(1) 一般解は y = Ce
3x． 

(2) 非同次項が一般解と同じ関数形なので，

xCxey 3 の形の特殊解を仮定して代入する

と，C = 1 が得られる。特殊解は xe
3x。 

(3) 非同次方程式の一般解は xx xeCey 33 

となるので初期条件を課すと，1 = C (5 点)。

したがって，   xxx exxeey 333 1 (+5 点) 

３． 

(1) 同次方程式の特性方程式は 

 2
 – 3 – 4 = 0,  = 4, –1 

よって，基本解は e
4xと e

-x，一般解は 

 y = C1e
4x

 + C2e
-x

 

(2) 非同次項は x の１次関数なので，特殊解

を y = Ax + B とおいて代入し，定数 A，B を

決める。A = –1(5 点)，B = 3/4(+5 点)．特殊

解は y = –x +3/4 である。 

※ 4(Ax + B) = 4Ax + 4B とすべきところ

4(Ax + B) = 4Ax + B とするミスが目に付き

ました（けっこう多数。なぜ？）。係数 4 は

２つの項それぞれにかかります。今のうち

に直さないといけません。 

(3) 非同次方程式の一般解は 

y = C1e
4x

 + C2e
-x

 – x +3/4  

である．x で微分すると， 
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条件を代入すると(次式各 2 点)， 
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0 21  CC ， 140 21  CC ． 

これを解いて，
20
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1 C ，

5

4
2 C (各 3 点)． 

y = (1/20)e
4x

 – (4/5)e
-x

 – x +3/4 
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(1) 変数分離して積分すれば kxCeR  とな

る（C は積分定数）。 

(2) 条件を代入すれば，C = 1 となる。 kxeR   

(3) 条件を代入して ke 14.020  より，k = 21.4

が得られる（これだけ正しくても 0 点）。 

※ R は%と断っているのに，1%を R = 0.01

としている人がいました。 


